


「な…ん…だと…？」

銀さんは今度こそ声が出せなくなった。

凍りついた彼のアゴを、今度は紗季子の左の拳が突き上げた。

大人と子供ほど体格差がある筈なのに、銀さんはもんどりうって吹っ飛び床に転がった。

「…どうしようもなかった、一人で育ててく自信も勇気もなかった、頼れる人なんか誰もいなかった…アタシひとりぼ

っちだったんだ！」

両手の拳をぶるぶると振るわせながら銀さんを見下ろす紗季子の顔半分を髪が覆っている。

「でも忘れた。忘れようわすれようって、毎晩々々ベッドかきむしって、枕を噛んで…やっと、やっとここまできた。

やっとアタシにも家族が出来た。それなのにこんな事になって…アンタまで現れて…アタシがどんな想いで過ごしてき

たか、ギン、あんたに判る！？」

尻をついたままの銀さんは、もそもそと向きを変え、床に両手をついて紗季子を見上げた。

「…すまなかった。何も知らなかった。バカだ、おれは…」

それきり二人とも何も言わなくなった。

怖いくらいの静寂の中、壁の時計の秒針だけが規則正しく小さな音を響かせていた。

少しして、紗季子がゆっくりとしゃがみ込んだ。

拳を開いた手で銀さんの顔をそっと包む。

「バカよ、大馬鹿よ！　…その大馬鹿野郎が忘れられないアタシも…バカ、よ…」

「サキ…」

包み込むように紗季子が銀さんを抱いた。

「あの子を見ていて思い出したの。あの頃、未来なんて見てなかったって。その日その日を必死に生きて…でも楽しか

った。安定とか安心なんて何処にも無かったけど、ギンもアタシも生き生きしてた。ちっちゃなボロマンションの部

屋が、とってもあったかかった…」

肩口が濡れていた。

床についていた自分の手が持ち上がり紗季子を抱きしめるのを、銀さんは不思議なものを見るような目で眺めていた。

何も考えられないまま紗季子を押し倒し覆い被さった。

形のいい唇に貪りつき、むちゃくちゃに吸った。

紗季子は拒まなかった。

二匹の蛇がいつ果てるともなく絡まりあった。

荒い息のまま身体を離し、スカートの裾に手を差し込もうとした。



目を閉じ、なすがままにされる紗季子の顔が目前にあった。

手が、止まっていた。



銀さんは紗季子の頬をそっと撫でた。

「サキ…」

軽く叩く。紗季子がうっすらと目を開けた。

「目を覚ませ…清水紗季子」

紗季子が、今度はしっかりと開いた目で銀さんをじっと見た。

「オマエにゃいるじゃねぇか。しっかり支えてくれるオトコが。血が繋がってなくても慕ってくれる娘が」

「ギン…」

「こんな馬鹿に抱かれようとしてるオマエを見たら判っちまったよ。待ってる奴がいる女に、俺は手なんか出せない…

ってな」

そんな資格もないだろと、立ち上がった銀さんは呟いた。

「よそうや。あの二人に昔を重ねるのは。アイツらはこれから乗り越えていかなきゃならない。それを支えていくのが

、俺達の『明日』だ」

「…」

「オマエにゃ何の償いもしてやれない。どれだけ詫びても、オマエが味わってきた苦しみをなかったことになんか出

来ねぇ。だからせめて、俺は加夏子ちゃんを支える。あの子を支えようとしてるオマエを支えてやる。何が出来るかわ

かんねぇがな」

紗季子も立ち上がった。

乱れた襟と胸元を直し、両手で髪を整える。

目は伏せたままだった。

「もう帰れ。家族が待ってる」

「…うん…」

「清水さんがどうするかは判んねぇが、オマエたちが本気なら、悪いようにはしないんじゃないかと思う。手に余っ

たら、俺も呼んでくれ」

紗季子がやっと顔をあげた。

「やってみるわ。その前にカナちゃんとじっくり話さなきゃならないけど」

「大丈夫さ、オマエなら、きっと」

紗季子の背に手を添えながら、銀さんはリハビリルームの出入り口まで彼女を連れていった。

「何かあったら連絡くれ。飛んでくから」

「ありがとう、ギン。…ごめんなさい、アタシ…」

「それ以上いうな。閉めらんなくなっちまう」

銀さんはスライド式のドアを閉めた。



完全に閉まる寸前まで、紗季子の視線は銀さんの脳裏に焼き付き続けた。

しばらくの間、銀さんはドアに背を預け天井を見上げていた。

獣の断末魔のような呻きが口から漏れてくる。

う…

う…ぐ…

膝から崩れ落ちた銀さんは、自分の腕に噛みついて嗚咽を押し殺そうとした。

止まらなかった。

余りにも多くの想いが、いつ果てるともなく彼をいたぶり続けていた。



◇

無菌テントの透明なビニール幕越しに、加夏子と殉は視線を交わしあっていた。

目を覚ましていても、殉は言葉を発せる状態ではなかった。

生きている事が奇跡に近かったのだ。

だが、二人に言葉は必要なかった。

話しがあれば『想う』だけでよかった。それだけで殉には『心の声』が届く。

加夏子が失語症から回復するまで、二人はずっとそうやって想いを交わし続けてきたのだ。

「（……）」

先程まで屈託なく話していた加夏子の『声』が途切れ、殉の表情に不安がよぎった。

　　ど

　　　　う

　　　　　　し

　　　　　　　　た

　　　　　　　　　　の

酸素マスクの下で、殉の唇がゆっくりと１つずつ形を作る。それで充分に伝わっていた。

「（ワタシ、ジュンに言わなきゃならないこと、あるんだ）」

　　な

　　　　に

「（ゴメン、もうチョットまって。とっても大事なことなんだ、だから…）」

マスクの下で、殉がうっすらと微笑んだ。小さく首を左右に振ってみせる。

　　い

　　　　い

　　　　　　よ



　　ま

　　　　っ

　　　　　　て

　　　　　　　　る

それだけ伝えるのにも体力を消耗したのか、息つくような表情から目を閉じた殉はすぐに眠りに落ちた。

殉の寝息を確かめ、加夏子は病室を後にした。

昼過ぎの病院の廊下は人もまばらで、どこか空虚だった。

昨夜の事を思い出しながら、加夏子はぼんやりと歩いていた。

穏やかに問い詰めてきた紗季子に、あの事を告げたのだ。

加夏子の心は決まっていた。

命を繋げる…　殉と、自分と、もうひとつと

誰が何と言おうと、どれ程の困難があっても

でも不安だらけだった。

自分にどこまでやれるか、全く自信などなかった。

紗季子は全部を見通していたかのようだった。

そして加夏子を助けると言ってくれた。

でも、パパは…

最初で最大の難関だった。

どうやって切り抜ければよいか見当もつかなかった。

いつの間にか玄関を出て中庭の芝生まで来ていた。ベンチに座ると溜息がひとつ出た。

空は綺麗に晴れ渡っている。

そのままぼぅっと仰いでいた。

ふと、地面が揺れているような感じがした。


